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The fatigue of 135 ambulance men during on . duty were studied by their questionair survey 

As a result， we found that their fatigue did not have relation to their age， job and experience， and 

increased with the increased of their ambuJance services. 

1 .はじめに

救急出場件数は.表 lのとおり.年ごとに増加

している。

このため隊あたりの出場件数も増加傾向に

あり，従事する救急隊員の負担も大きくなるばか

りである。

そこで，本調査は週休明け当番目の救急隊員の

向覚症状調査を行ない，自覚的疲労度の実態把握

を目的に実施したものである。

表 l 救急出場件数の推移(昭和57年 ~61年)

区 分 57 年
58 '" 

59 年 60 年 61 年

実 rx 289.0鈎 300.29古 307.420 317.375 325.931 

1日の嶋平均
出件数 792 823 840 870 893 

平u均R出当場た件り数
1889 1963 1996 2021 2037 

平l隊均出l場日件散 5.2 5.4 5.5 5.S 5，6 

2.調査方法等

(1)調査日

昭和61年10月15日から昭和61年11月13日まで

の，週休明けの当番目

(2) 調査場所

目黒，世田谷，新宿，杉並の各消防署

(3) 調査対象者

救急隊員 135人

(4) 調査方法

自覚症状調査の用紙は，昭和45年に日本産業

衛生学会産業疲労委員会が制定した表2に示す

様式を用いた。

*第四研究室 摩市荻窪消防署

質問は群 (rねむけとだるさ 0)因子)，

H群 (r注意集中の困難」の因子)， 111群 (r局在

する身体違和感J) の因子の 3群により構成さ

れ，各群10項目，計30項目に答えるようになっ

ている。

(5) タイムスケジュール

自覚症状調査は，図 1のとおり，出勤時，日

夕点検前，就寝前，大交替前の 4回行う。

出勤時
( 1回目)

日夕点検前

( 2回目)
大交替前
( 4回目)

殺寝前
( 3回目)

図 l タイムスケジュール

3.調査結果

(1) 調査対象者の年代構成等

年代構成は図2のとおり， 20代6人， 30代89

人， 40代31人， 50代 9人である。このため，本

調査の年代別比較は20・30代田人，40・50代40
人と大別して行う。

職務別の人員構成は，隊長44人，隊員46人，

機関員45人であり.その平均年齢は図 3のとお

りである。

(2) 自覚症状調査

表2に示した自覚症状しらべの 3つの症状群

がどのような出現のしかたをするかを調べるた

めに，30項目に対する訴え率を算出した。

訴え率lま，次式により求めた。

その対象集団の総訴え数
訴え$ ~ ~:::~ ~' 7T~~ :;: :;'~::: ~ wl. * 100附

項目の数 本対象集団の人数

ここで項目の数」は，各々の症状項目につ
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表 2 自覚症状しらべ

午前
年 月 日 午后 時 分記入 今日の勤務

いまのあなたの状態について，おききしますa

jあったら Ol 
つぎのようなことがiない場合には><'1のいずれかを. 口のなかにつけて下さい。
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頭がおもい

全身がだるい

足がだるい

あくびがでる

頭がぼんやりする

ねむい

目がつかれる

動作がぎこち
なくなる

足もとが
たよりない

横になりたい

3 

4 

5 

6 

7 

8 
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10 

11 考えが
まとまらない

話をするのが
いやになる

いらいらする

気がちる

物事に熱心
になれない

ちょっとしたこと
が思い出せない

することに間違い
が多くなる

物事が気にかかる

きちんとして
いられない

根気がなくなる

21 頭がいたい

肩がこる

腰がいたい

いき苦しい

口がかわく

声がかすれる

めまいがする

まぶたや筋が
ピクピクする

手足がふるえる

気分がわるい
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20代 30代 40代 50代

図 2 救急隊員の年代構成

いては 1，各症状群は10，総訴え率を算出する

t易合には30となる。

ア 調査対象者の自覚症状訴え弓
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図 3 職務別の平均年齢

(7) 総訴え率，各症状群別訴え率

救急隊員， 135人の総訴え率，各症状群別

訴え$:を図 4に示す。



総訴え率は図4のとおり，大交替前〉就

寝前〉日夕点検前〉出勤時の順である。と
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図5 救急隊員の項目別訴え(N= 135) 
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くに，勤務時間が12時間をこえる就寝前，

大交替前の訴え率が商くなっている。

また，各症状群別の訴え率は，総訴え率

と同様，各症状群とも，大交替前〉就寝前〉

日夕点検前〉出勤時のJ頃であり，とくに.

「ねむけとだるさ」の因子をもっ I群の訴

え率が高い。

(イ) 項目別訴え率

各項目別訴え率を閲 5に示す。

出勤時.日夕点検前では，各項目とも訴

え容が25%以上にはならなかったが，就寝

前及び大交替前では25%以上の訴え率がで

ている。

就寝前の訴え率で25%以上の項目は，

群の「あくびがでる J，ねむしり目がつ

かれる J，横になりたいJ，大交替前では I

群の「頭がおもし'J・「あくびがでる J，頭

がぼんやりする J，ねむし，J，目がつかれ
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図6 年代別総訴え率
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図7 各症状群別訴え率(年代別)
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るJ. 1II群の「肩がこる」などである。

イ 年代別の自覚症状訴え率

(ア) 総訴え率.各症状群月'J訴え率

20・30代.40・50代別の総訴え率.各症

状群別訴え率を[';([6 .間 7:ごiJ，す。各年代

とも総訴え率，各従状群1:'J訴え率:1.出勤
時，日夕点検前に低く，就寝前.大交替前

に高くなっているが，年代別に若干の茅が

あるが，統計上の有意な差は認め・〉れなか

った。

(イ) 項目別訴え率

図8. 9. 10のとおり a出勤時，日夕点

1 !I 
}f え 事 (%l

010  20 30 40 oO 60 10 20 -‘〆A'JfJが);しい

宝島がともい

屯がだる'.'

aぅ〈ブhでる
揃がぼんやりする~ (~ 

一・・-20-)0'、
一"O--O-.，¥(1 九O{-.

ねじい

刊がつかiLる

動作かぎ ニ句 '.-ぃ

珪足のもた より乍い

帽に な '1たい

可1の3づl¥ ， 

全自がとるし

足の" るい

9'"-コ/-_.<>

.. 1， <コがでる
:IilがIfんや')する 、か--
ilCい

自のつかれる

動作乃・ ~' ..: t， ''':l 
足Ab:t二主りなtι

摘にケりたい

図8 項目別訴え(年代別)
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図9 項目別訴え(年代別)

検前でほ各年代とも訴え率が25%以上の項

目はない。

就寝前で訴え率が25%以上の項目は，各

年代とも I群ではあくびがでる J. ねむ

いJ. 目がつかれる横:こなりたい ω 

項目である。

大交替前で訴え率が25%以上の項目は.

20・30代で. 1 群の「頭がおもし，J. 全身

がだるいJ. あくびがでる J. 頭がぼんや

りする」，「ねむし当J. 目がつかれる J. 凹群

の 「肩がこる」であり.40・50代では rli買

がおもし主J，頭がぼんやりする J，ねと

いJ. 目がつかれる J. 横になりたし，Jな

どである。

ウ 職務別の自覚症状訴え率

(ア) 総訴え率，各症状群別訴え率

隊長，隊員，機関員などの職務別の総訴

え率.各症状群別訴え率を図11. 12に示す。

各職務とも総訴え率，各症状群別訴え率は

年代別同僚，就寝前，大交替前に高くなっ

ているが，職務別で[土相違はなし統計上

の有意な差は認めうれなかった。

(イ) 項目別訴え率

各職務と も，出勤時，日夕点検前では訴

え率が25%以上の項目はない。

就寝前で訴え率が25%以上の項目は

群では各職務とも「あくびがでる J. rねむ

いJ. 横になりたい」であり，その他では.
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図10 項目別訴え(年代別)
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隊長の「頭がおもい」隊員，機関員は「目

がつかれるーである匂II，UI群で訴え率が

25%以上の項目は，隊長， 機関員の 「肩が

こる J だけである。

大交替前で訴え率が25%以上の項目は，

I群では各職務とも，就寝前に訴えた項目

の他に，隊員が「足がだるいj，機関員は「全

身がだるい」を訴えている。 II，UJ群で訴

え率が25%以上の項目は，隊長が「棟気が

なくなる J，隊員と機関員の「肩がこる」の

みである。

エ 経験年数別の訴え卒

経験年数 1~ 5年 (35人)， 6 ~lU年 (63

人)， 1l ~25年 (37人)の 3 群に大別して比較

する。

(7) 総訴え率，各症状群別訴え率

経験年数別の総訴え率，各症状群別訴え

(%) 

隊口長

20ト 隊機回固口関白

訴 15

え

率 10

5 

出
勤
時

大
交
替
附

日
夕
点
検
前

就
寝
前

図11 職務別総訴え率
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図12 各症状群別訴え率(職務別)

率を図13，14に示す。

各経験年数別とも，総訴え率，各症状群

別訴え卒:ま，年代別，職務別と同様，就寝

前，大交替前に高くなっているが経験年数

別に相違はなく統計よの有意な差は認めら

れなかった。

(イ) 項目別訴え率

各経験年数とも，出勤時，日夕点検前で

は，訴え率が25%以上の項目はない。

就寝前.大交番前の訴え率が25%以上の

項目は.経験年数の多寡にかかわらず I群

「あくびがでる」，「頭がおもいj，頭がぼ

んやりする j， 自がつかれる j，r横になり

たし)j， III群が「肩がこるーである。

オ 出場件数別の自覚症状

本調査を実施した当番目の 1隊あたり出場

件数は，平均6.5件で，その隊別出場件数の分

布は 1~15のとおりである。
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図13 経験年数別総訴え率
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図14 各症状群別訴え率(経験年数別)
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平均出場件数6.51牛を基に.出場件数ω少な

い2~ 4 {牛(8隊)，平均件数の 5~8 i牛(27

隊)，多い 9~14件(10隊)の 3 群に大別し，

大交替前の総訴え率，各症状別訴え率を図16，

17に示す。

出場件数別総訴え率を比較してみると.出

場件数が多くなる程高くなる傾向がある。

各症状群別訴え率も，総訴え率問機，出場

件数が多 くなる程訴え率も高い傾向を示した。

4 考察

(1) 訴え率が50%以上の項目は，就寝前，大交替

前とも「ねむいj，目がつかれる である(訴

え率が50%以上というのは 2人二 l人以上が

訴えているこ とになるい

訴え率が40%~49%の項目は，就寝前で「慌

になりたしりあくびがでる」であり.大交替

前で「頭、がおもし， J，頭がぼんやりする d であ

る。

これらの訴え率が高い項目は，ぃ nしもI群
(rねむけとだるさ」の因子)であ η. 主として

身体的症状の要素をもっ疲労とみることができ

る。

(2) 当研究室が昭和56年 9月に実施した「救急隊

員の疲労度について」の報告では大交替前の訴

え率が40%以上の項目は体のどこかがだる

い」.「目がつかれる」であった。

本調査における，大交替前の訴え率が40%以

上の項目はねむいj，r自がつかれる」，「頭が

おもい j，頭がぼんやりする」である。

前回調査時と自覚症状の調査項目が違うとこ

ろもあるので，単純に比較するのは難しいが，

40%以上の訴え率の項目数は増加している傾向

にある。

5 まとめ

(1) 年代別.股務別，経験年数別とも.自覚症状

の総訴え率.各症状群別訴え率lこ相iliiはみられ

ない。

(2) 出場件数が多くなるにしたがい，自覚定状の

総訴え*は高くなる。

(3) 訴え率のとくに高い項目ii，就寝前，大交替

前の「ねむしり目がつかれる」である。

6.おわりに

救急医事員は仮眠時間中の出場により，睡眠が中

断されるため，翌朝の大交替前でも「ねむい j，目

がつかれる」が高い訴え率を示しているものと考

えられる。

このため，隊員の健康面からみれば.疲労ω蓄
積を解消するために，早めに休養することが望ま

ししまた，当番前日にも充分に睡眠をとってお

くことも疲労の軽減には効果がある。

末尾になりましたが.本調査に心よく協力して
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いただきました，目黒.世田谷，新宿，杉並の各

消防署救急隊員の皆さまに感謝いたします。
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